
実用通信衛星さくら2号とその利用について

電 子 通 信 部

＜璽旨＞ 今回打上げに成功した，国産初の実用通信衛星「さくら2号a」は， 公共， 公益用国内通信
に利用が予定され，当社も，全電力共同利用計画のもとに，関連地上設備を建設中である。

衛星通信には， 従来の地上無線通信系では経験のない， 各種の技術的条件があり，その対応を設計に
反映しているので，電カジステムを中心に関連設備の概要と設計上考慮した諸点を紹介する。

1 衛星通信の特微
衛星通信には，次の特徴があり，特に，災害時

の通信確保には，その威力を発揮する。
(1) 地上における災害等の影響をうけない
(2) 離島など，地形に左右されない
(3) 建設費は距離に関係なく，長距離に有利
(4) 同一情報を複数個所へ同時に伝送（同報通

信）が容易
2 さくら 2 号の概妻

さくら2号は昭和54年に開発着手され，その過
半を国内技術により製作し，純国産ロケットで打
上げに成功した実質上の第 1 号国産，実用衛屋で
ある。今年8月には，故障に備え，同型の予備衛
星(2号b)打上げの予定である。

衛屋には， 8 台の通信用中継器が塔載され， 1

第 1 表さくら 2 号の詣元
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第 1 図 さくら 2 号の構造概璽

台当り最大480ch（電話換算）の中継能力を持っ
ており，概要を第 1 表，第 1 図に示す。
3 使用周波数と利用計圃

新周波数帯の開拓をめざし，世界に先がけ衛屋
通信に準ミリ波帯の実用化がはかられた。
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第 2 図 さくら 2 号周波数の利用割当

4 衛星回線の設計
(1) 通信方式

第 2表衛星通信の代表的方式

方 式別 特 徴 等

F DMA 国際的に多用されているアナログ方式
変
調 T DMA 衛星利用効率の高いデイジクル方式

召
SCPC

小規模通信，移動通信に適当
今回の電カシステムに採用

多元 P AMA 回線を各区間に固定割当する方式

震二見雷諸茫鱈翌闘当てる方式，

（注）FDMA: Frequency Division Multiple Access 
TDMA : Time Division Multiple Access 
SCP C : Single Channel Per Carrier 
PAMA : Pre Assignment Multiple Access 
DAMA : Demand Assignment Multiple 

Access 
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